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男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
お
互
い
を
認
め
合
い
、
共
に
生
き
よ
う
と

す
る
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
私
た
ち
の
周
り

に
あ
る
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

10
月
は

『
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
』

長
門
市
の
現
状
は
？

　

市
が
平
成
22
年
度
に
行
っ
た
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
平
成
18
年

度
調
査
に
比
べ
て
、
男
女
の
地
位
が

「
平
等
」
と
思
う
人
の
割
合
は
7.8
％

社
会
全
体
で
考
え
る
意
識
を

　

近
年
、「
女
性
の
活
躍
促
進
」
が

声
高
に
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
男
女

が
真
に
社
会
の
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て

平
等
に
責
任
を
担
う
よ
う
に
な
る
た

め
に
は
、
女
性
の
み
な
ら
ず
、
社
会

全
体
で
仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
に
つ
い

て
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
性
別
に
関
係
な
く
お
互
い

が
協
力
し
合
え
る
環
境
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
で
、
個
々
が
充
実
し
た
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ひとりひとりの豊かな人生
仕事、家庭、地域生活など、多様な活動を自らの希望に沿った形で展開でき、男女が共に夢や希望を実現

職場に活気
●女性の方針・政策決定過程へ
　の参画が進み、多様な人材が
　活躍することによって、経済
　活動の創造性が増し、生産性
　が向上
●働き方の多様化が進み、男女
　が共に働きやすい職場環境
　が確保されることにより、個
　人の能力を最大限に発揮

家庭生活の充実
●家族を構成する個人がお互い
　に尊重し合い協力し合うこと
　による、家族のパートナーシッ
　プの強化
●仕事と家庭の両立支援環境が
　整い、男性の家庭への参画も
　進むことによって、男女がと
　もに子育てや教育に参加

地域力の向上
●男女が共に主体的に地域活
　動やボランティアなどに参画
　することによって、地域コミュ
　ニティが強化
●地域の活性化、暮らしの改善、
　子どもたちが伸びやかに育つ
　環境が実現

男性も女性も、意欲に応じて、あらゆる分野で活躍できる社会

■男女共同参画社会のイメージ図（内閣府男女共同参画局）
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女性は結婚や出産などで
継続して働きにくい

「男は仕事、女は家庭」と
いう意識がある

女性はパートやアルバイ
トなどの方が働きやすい

職場の上司や同僚の無理解

女性は転勤などの人事異
動がしにくい

会社や雇用主が男女平等
に真剣に取り組んでいない

能力や意欲のある女性が
いない

家事や育児、介護につい
ての女性の負担が大きい
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■男女間に平等でない扱いがある理由（平成 22 年度市民アンケートから抜粋）

か
ら
10.1
％
に
、「
男
性
の
方
が
優
遇

さ
れ
て
い
る
」
と
答
え
た
人
の
割
合

は
52.9
％
か
ら
57.5
％
に
増
え
、「
平
等
」

と
思
う
人
が
増
え
て
い
る
一
方
、「
男

性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
」
と
思

う
人
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

長
門
市
男
女
共
同
参
画

審
議
会
の
委
員
募
集

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

形
成
と
推
進
に
必
要
な
事
項
の
調
査

や
審
議
を
行
う
た
め
に
設
置
し
た

「
男
女
共
同
参
画
審
議
会
」
の
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

２
人
程
度

■
任
期

　

２
年
（
平
成
27
年
11
月
１
日
〜

平
成
29
年
10
月
31
日
）

■
応
募
資
格　

市
内
在
住
で
応
募
時

　

に
満
20
歳
以
上
の
人

■
募
集
期
間　

　

10
／
１

（木）
〜
15 

（木）

■
申
込
方
法

　

市
役
所
本
庁
１
階
総
合
受
付
お
よ

　

び
各
支
所
総
合
窓
口
課
に
備
え
付

　

け
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

　

入
の
う
え
提
出

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
も
可

■
決
定
方
法　

選
考
に
よ
る

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
７
５
９
‐
４
１
９
２

　

長
門
市
東
深
川
１
３
３
９
番
地
２

　

企
画
政
策
課
企
画
調
整
係

　

℡
：
23 

‐
１
１
１
６

　

Fax
：
22
‐
０
１
３
５

　

Mail
：chosei@

city.nagato.lg.jp

「長門市男女共同参画推進月間」啓発標語／木村ひろみさん（日置上茅刈）

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
？

　

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
第
２

条
で
は
「
男
女
が
、
社
会
の
対
等
な

構
成
員
と
し
て
、
自
ら
の
意
思
に

よ
っ
て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お

け
る
活
動
に
参
画
す
る
機
会
が
確
保

さ
れ
、
も
っ
て
男
女
が
均
等
に
政
治

的
、
経
済
的
、
社
会
的
お
よ
び
文
化

的
利
益
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
、

か
つ
、共
に
責
任
を
担
う
べ
き
社
会
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

男
女
が
社
会
の
対
等
な
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参

画
し
、
と
も
に
責
任
を
分
か
ち
合
う

こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
の
た
め

に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
取
組

が
大
切
で
す
。

　

男
女
間
に
平
等
で
な
い
扱
い
が
あ

る
理
由
に
つ
い
て
は
、「
女
性
は
結

婚
や
出
産
な
ど
で
継
続
し
て
働
き
に

く
い
（
59.8
％
）」「
家
事
や
育
児
、
介

護
に
つ
い
て
の
女
性
の
負
担
が
大
き

い
（
59.5
％
）」
が
５
割
を
超
え
て
い

ま
す
。

　

平
成
18
年
と
比
べ
て
、「
家
事
や

育
児
、
介
護
に
つ
い
て
の
女
性
の
負

担
が
大
き
い
」
が
若
干
減
少
し
て
い

る
も
の
の
（
64.4
％
→
59.5
％
）、
依
然

と
し
て
、
男
性
の
家
事
・
育
児
な
ど

へ
の
参
加
意
識
啓
発
を
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。（
上
記
グ
ラ
フ
参
照
）

男
女
共
同
参
画
社
会
を

実
現
す
る
た
め
に

　

平
成
11
年
６
月
に
「
男
女
共
同
参

画
社
会
基
本
法
」
が
施
行
さ
れ
、
市

で
は
平
成
21
年
３
月
に
「
長
門
市
男

女
共
同
参
画
推
進
条
例
」
を
制
定
し

ま
し
た
。
ま
た
、
毎
年
10
月
を
「
長

門
市
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
」
と

定
め
、
男
女
共
同
参
画
の
意
識
啓
発

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
個
人
だ
け
で
な
く

各
企
業
や
各
団
体
な
ど
で
も
、
男
女

共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
考
え
、
男

女
問
わ
ず
誰
も
が
輝
け
る
社
会
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

平成 18年との比較 男女での比較（平成 22年）


